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112

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
二
五
四
〕

昭
一
一
八
2
　
（
畷
驕
根
鹸
貼
巻
）

　
口
頭
弁
論
終
結
後
に
提
出
さ
れ
た
「
準
備
書
面
」
と
題
す
る
書
面
と
相

　
手
方
へ
の
送
達
の
要
否

　
所
有
権
移
転
登
記
請
求
事
件
（
昭
二
八
二
・
二
二
・
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
X
（
原
告
・
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
は
、
昭
和
二
一
年
二
月
一
五
日
、
Y
（
被

　
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
か
ら
そ
の
所
有
に
か
か
る
土
地
建
物
を
代
金
五
四

　
万
円
で
買
受
け
、
即
日
右
代
金
の
支
払
い
を
済
ま
せ
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た

　
　
と
し
て
、
Y
に
そ
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
を
求
め
る
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
。

Y
は
、
本
件
不
動
産
を
X
主
張
の
日
時
に
代
金
五
四
万
円
で
売
却
し
代
金
を
受

領
し
た
こ
と
は
争
わ
な
い
が
、
そ
の
買
主
は
X
で
は
な
く
、
訴
外
A
（
第
二
審

で
は
補
助
参
加
人
）
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
第
一
審
で
は
X
の
請
求
を
全
部
認

容
し
た
が
、
第
二
審
で
は
Y
の
主
張
が
認
め
ら
れ
X
は
敗
訴
し
た
。
そ
こ
で
X

は
上
告
し
た
。
上
告
理
由
は
次
の
二
点
に
要
約
で
き
る
。
ω
原
審
判
決
言
渡
調

書
及
び
原
審
判
決
原
本
に
よ
る
と
、
原
判
決
は
昭
和
二
四
年
八
月
二
九
日
に
言

渡
さ
れ
た
が
、
裁
判
所
書
記
官
補
丁
の
原
判
決
原
本
欄
外
の
附
記
で
は
、
原
判

決
原
本
は
同
年
九
月
二
一
日
に
至
っ
て
同
裁
判
所
書
記
官
補
に
交
付
さ
れ
て
い

る
。
裁
判
官
が
判
決
原
本
を
作
成
し
て
そ
の
言
渡
を
終
え
た
場
合
に
は
遅
滞
な
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く
こ
れ
を
裁
判
所
書
記
官
に
交
付
す
べ
き
こ
と
は
民
訴
法
一
九
二
条
の
規
定
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
判
決
言
渡
後
同
条
に
違
背
し
て
判
決
原
太
を
手
元
に
保
留

し
て
お
く
こ
と
は
実
際
上
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
太
件
判
決
原
本
は
言
渡
当
時

に
は
未
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
原
判
決
は
民
訴
法

一
八
九
条
一
項
に
違
背
し
判
決
原
本
に
基
づ
か
な
い
で
言
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
㈲
原
審
口
頭
弁
論
調
書
に
よ
れ
ば
原
審
口
頭
弁
論
は
昭
和
二
四
年
八
月
一

五
目
終
結
と
な
り
同
月
二
九
目
判
決
が
言
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
記

録
に
よ
れ
ぽ
結
審
後
Y
か
ら
同
月
二
六
日
附
の
準
備
書
面
が
提
出
さ
れ
記
録
に

編
綴
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
こ
の
準
備
書
面
は
口
頭
弁
論
に
於
て
陳
述
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
が
、
そ
の
記
載
事
項
は
事
実
関
係
及
び
証
拠
関
係
に
対
す
る
弁
論

で
あ
り
裁
判
所
の
判
断
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
準
備
書
面
の
副

本
は
勿
論
送
達
さ
れ
て
い
な
い
が
、
若
し
こ
の
よ
う
な
準
備
書
面
の
提
出
を
知

っ
た
な
ら
ば
、
X
と
し
て
は
、
当
然
こ
れ
に
対
す
る
反
駁
を
記
載
し
た
準
備
書

面
を
提
出
し
た
筈
で
あ
る
。
凡
そ
裁
判
所
と
し
て
は
審
理
判
断
の
公
正
を
期
す

る
た
め
に
口
頭
弁
論
終
結
後
判
決
に
影
響
を
及
ぽ
す
ぺ
き
重
要
な
弁
論
を
含
む

準
備
書
面
の
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
相
手
方
に
そ
の
副
本
を
送
達
し
相
手
方
に

反
駁
の
準
備
書
面
を
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
の
を
相
当
と
す
る
。
終
結
後
に

提
出
さ
れ
た
準
備
書
面
は
口
頭
弁
論
に
於
て
陳
述
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
相

手
方
に
内
容
を
秘
し
て
如
何
な
る
準
備
書
面
を
提
出
し
て
も
差
支
え
な
い
と
い

う
の
は
裁
判
の
実
体
と
そ
の
公
正
を
無
視
し
た
暴
論
で
あ
る
。
原
審
が
相
手
方

か
ら
前
記
準
備
書
面
の
提
出
を
受
け
な
が
ら
X
に
対
し
そ
の
副
本
の
送
達
等
に

よ
っ
て
こ
れ
に
対
す
る
反
駁
の
機
会
を
与
え
ず
に
X
敗
訴
の
判
決
を
し
た
の
は

訴
訟
手
続
に
違
背
し
違
法
で
あ
る
。

最
高
裁
は
全
員
一
致
で
上
告
を
棄
却
し
、
右
上
告
理
由
の
各
々
に
対
し
て
以
下

の
如
く
判
示
し
た
。
（
番
号
は
上
告
理
由
の
そ
れ
に
対
応
す
る
）
。
ω
「
原
審
の

昭
和
二
四
年
八
月
二
九
日
午
後
一
時
の
判
決
言
渡
調
書
に
は
『
裁
判
長
は
判
決

原
本
に
基
き
主
文
を
朗
読
し
て
判
決
を
言
渡
し
た
』
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

　
　
し
て
判
決
の
言
渡
の
方
式
が
民
訴
一
四
七
条
に
い
わ
ゆ
る
口
頭
弁
論
の
方
式
に

　
　
該
当
す
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
同
条
は
口
頭
弁
論
の

　
　
方
式
に
関
す
る
規
定
の
遵
守
は
調
書
に
依
り
て
の
み
之
を
証
す
る
こ
と
を
得
る

　
　
旨
明
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
調
書
の
記
載
に
反
す
る
口
頭
弁
論
の
方

　
　
式
に
関
す
る
事
実
を
主
張
す
る
論
旨
は
理
由
が
な
い
」
㈹
「
記
録
に
よ
る
と
原

　
　
審
に
お
け
る
口
頭
弁
論
の
終
結
の
後
で
あ
る
昭
和
二
四
年
八
月
二
六
日
Y
の
代

　
　
理
人
が
『
準
備
書
面
』
と
題
す
る
書
面
を
原
審
に
提
出
し
、
原
審
は
同
書
面
を

　
　
記
録
に
編
綴
し
な
が
ら
、
そ
の
副
本
を
X
の
代
理
人
に
送
達
し
た
形
跡
の
な
い

　
　
こ
と
は
所
論
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
口
頭
弁
論
終
結
後
に
単
に
提
出
さ

　
　
れ
た
に
過
ぎ
な
い
所
論
の
書
面
の
如
き
は
民
訴
二
四
三
条
に
所
謂
準
備
書
面
に

　
　
該
当
し
な
い
こ
と
は
勿
論
、
こ
れ
を
判
決
の
資
料
と
す
る
こ
と
を
も
得
な
い
．

　
　
記
録
に
よ
る
も
原
審
が
右
書
面
の
記
載
を
判
断
の
資
料
と
し
て
採
用
し
た
形
跡

　
　
の
何
等
認
め
ら
れ
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
所
論
の
書
面
を
X
に
送
達
し
な
か

　
　
っ
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
原
判
決
に
は
何
等
所
論
の
如
き
違
法
は
存
し
な
い
．

　
　
論
旨
は
理
由
が
な
い
」

一
　
判
示
事
項
の
第
一
点
に
つ
い
て
。

　
判
旨
に
賛
成
で
あ
る
．
判
決
の
言
渡
は
民
訴
法
一
四
七
条
の
口
頭
弁
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ー
）

の
方
式
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
か
ら
、
判
決
原
本
に
基
き
判
決
を
言
渡
し

た
と
の
調
書
の
記
載
に
は
絶
対
的
な
証
明
力
が
認
め
ら
れ
、
調
書
の
記
載

に
反
す
る
事
項
は
、
そ
の
実
際
の
存
否
如
何
に
関
わ
ら
ず
主
張
立
証
に
よ

っ
て
争
う
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
そ
れ
故
、
判
決
言
渡
し
の
日
と
判
決
原
本

の
交
付
の
日
と
の
間
に
多
少
の
日
時
の
距
り
が
あ
っ
て
も
、
判
決
が
判
決

原
本
に
基
い
て
言
渡
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
推
定
さ
れ
な
い
。

　
民
訴
法
一
九
二
条
は
「
判
決
ハ
言
渡
後
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
裁
判
所
書
記
官

二
交
付
シ
…
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
遅
滞
ナ
ク
…
」
の
意
味
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（
2
）

が
問
題
に
な
る
が
、
判
例
は
こ
れ
を
訓
示
規
定
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
（
3
）

大
審
院
は
、
判
決
原
本
が
判
決
言
渡
後
三
カ
月
後
に
書
記
官
に
交
付
さ
れ

た
事
件
で
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
言
渡
当
時
に
原
本
が
完
成
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
に
違
背
し

て
原
本
の
交
付
が
遅
れ
た
の
は
、
言
渡
当
時
に
は
原
本
が
未
だ
出
来
て
い

ず
判
決
の
言
渡
が
原
本
に
基
づ
か
な
い
で
な
さ
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
、

と
い
う
上
告
理
由
の
疑
い
も
無
理
は
な
く
、
調
書
に
原
本
に
基
い
て
言
渡

が
な
さ
れ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
原
本
に
基
い
て
な
さ
れ
た
と
す
る

こ
と
は
、
今
度
は
調
書
を
偽
造
と
み
て
そ
の
証
明
力
を
争
い
上
告
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

う
に
仕
向
け
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
調
書
の
証
明
力
は
有
効
な
調
書
の
存

在
、
す
な
わ
ち
調
書
が
真
正
に
成
立
し
か
つ
法
定
の
要
件
を
具
備
し
て
い

る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
調
書
が
偽
造
さ
れ
た
場
合
に
は
証
明
力
が

な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
調
書
は
公
文
書
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
方
式

及
び
趣
旨
か
ら
み
て
、
立
会
書
記
官
が
職
務
上
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
真
正
に
成
立
し
た
と
の
推
定
を
受
け
る
（
民
訴
法
三

二
三
条
一
項
）
。
従
っ
て
、
調
書
の
証
明
力
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
有

利
な
法
律
効
果
を
享
受
し
ょ
う
と
す
る
側
に
お
い
て
、
偽
造
を
主
張
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

か
つ
調
書
の
真
正
な
成
立
を
疑
わ
せ
る
程
度
に
証
明
を
果
す
負
担
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
調
書
の
偽
造
の
主
張
立
証
は
認
め
て
よ
い
と
解
す

る
。
な
お
、
ド
イ
ッ
民
訴
法
一
六
五
条
後
段
は
、
「
こ
の
方
式
に
関
す
る

調
書
の
記
載
に
対
し
て
は
偽
造
の
証
明
に
限
り
こ
れ
を
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
」
と
し
て
、
明
文
を
も
っ
て
偽
造
の
証
明
を
認
め
て
い
る
．

　
偽
造
に
は
有
形
偽
造
（
権
限
な
き
も
の
に
よ
る
作
成
）
と
無
形
偽
造
（
権
限
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
も
の
に
よ
る
虚
偽
記
載
）
の
両
者
が
含
ま
れ
る
．
実
際
の
立
証
の
問
題
と

し
て
は
、
無
形
偽
造
と
記
載
の
誤
り
と
の
区
別
は
難
し
く
、
記
載
の
誤
り

が
証
明
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
無
形
偽
造
で
あ
る
と
し
て
調
書

の
効
力
を
排
除
で
き
る
と
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
調
書
の

正
確
性
に
つ
き
異
議
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
て
調
書
の
正
確
な
記
載
を
担

保
す
る
（
民
訴
一
四
六
条
）
代
り
に
、
一
旦
こ
う
し
た
手
続
を
経
て
完
成
さ

れ
た
調
書
に
絶
対
的
な
証
明
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
民
訴
一
四
七
条
の
規

定
の
意
味
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
調
書

の
記
載
に
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
調
書
の
効
力

　
　
　
　
（
7
）

を
排
除
し
う
る
、
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
本
件
は
、
判
決
言
渡
と
判
決
原
本
の
交
付
と
の
間
が
二
週
間
あ
い
て
い

た
事
例
で
あ
り
、
そ
の
間
が
三
ヵ
月
で
あ
っ
た
前
述
の
事
例
と
比
べ
れ
ば

は
る
か
に
短
い
と
は
い
え
、
常
識
的
に
い
っ
て
、
判
決
言
渡
時
に
判
決
原

本
が
存
在
し
て
い
れ
ば
、
裁
判
官
は
言
渡
し
後
直
ち
に
こ
れ
を
書
記
官
に

交
付
し
う
る
は
ず
で
あ
り
、
裁
判
所
と
し
て
は
当
事
者
に
無
用
の
疑
念
を

抱
か
せ
な
い
よ
う
に
、
判
決
言
渡
後
速
や
か
に
判
決
原
本
を
交
付
す
べ
き

で
あ
る
。

二
　
判
示
事
項
の
第
二
点
に
つ
い
て
。

　
判
旨
に
賛
成
で
あ
る
。
準
備
書
面
は
そ
も
そ
も
口
頭
弁
論
の
準
備
の
た

め
に
作
成
さ
れ
、
裁
判
所
へ
提
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
（
民
訴
二
四
二
条
・

二
四
三
条
）
、
そ
れ
故
．
口
頭
弁
論
終
結
後
に
提
出
さ
れ
た
「
準
備
書
面
」

と
題
す
る
書
面
は
原
則
と
し
て
民
訴
法
二
四
三
条
一
項
の
準
備
書
面
に
該
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当
せ
ず
訴
訟
資
料
と
な
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
相
手
方
へ
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
（
9
）

達
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
点
で
学
説
・
判
例
と
も
に
異
論
は
な
い
．
た

だ
、
実
務
上
、
口
頭
弁
論
終
結
後
で
も
な
お
準
備
書
面
が
提
出
さ
れ
る
場

　
　
（
1
0
）

合
が
あ
る
．
一
つ
は
、
「
弁
論
に
代
る
準
備
書
面
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
主
と
し
て
、
口
頭
弁
論
で
し
た
従
前
の
主
張
を
、
提
出
援
用
し
た

証
拠
方
法
に
結
び
つ
け
て
理
由
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
或
い
は
、
同
様

の
方
法
で
相
手
方
の
主
張
の
理
由
の
な
い
こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
他
は
、
新
た
な
攻
撃
防
禦
方
法
を
記
載
し
た
準
備
書
面
で
、
再

開
申
請
書
と
共
に
提
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
相
手
方
に
了
知

さ
せ
、
必
要
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
応
す
る
準
備
書
面
を
提
出
さ
せ
る
方
が
公

平
に
合
致
す
る
か
ら
送
達
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
後
者
は
、
口
頭
弁
論

を
再
開
し
た
場
合
に
は
、
相
手
方
に
送
達
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
た

だ
、
弁
論
の
再
開
を
す
る
か
否
か
は
原
則
と
し
て
裁
判
所
の
自
由
裁
量
に

　
　
　
　
　
（
n
）

委
せ
ら
れ
て
お
り
、
当
事
者
の
再
開
の
申
立
は
裁
判
所
の
職
権
の
発
動
を

促
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
弁
論
の
再
開
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
「
準
備
書
面
」
中
に
裁
判
所
の
心
証

形
成
に
影
響
を
与
え
る
べ
き
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
心

証
形
成
に
影
響
を
与
え
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
書
面
の
影
響
が
判
決
に
現

わ
れ
、
し
か
も
他
の
理
由
に
よ
っ
て
は
判
決
が
同
一
の
結
論
に
達
し
得
な

い
場
合
で
あ
れ
ば
判
決
破
棄
の
理
由
に
な
る
（
民
訴
三
九
四
条
．
三
九
六
条
．

三
八
四
条
二
項
）
。
破
棄
理
由
に
該
当
し
な
く
て
も
、
本
件
の
よ
う
に
「
準

備
書
面
」
と
題
す
る
書
面
が
記
録
に
編
綴
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
相
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毘
）

方
の
疑
惑
を
招
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
裁
判
所
を
し
て
訴
訟
資
料
以

外
に
心
証
形
成
な
ら
し
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
違
法
で
あ
る
と
は
言
い

き
れ
な
い
．
何
故
な
ら
、
例
え
ば
、
弁
論
終
結
後
、
判
決
言
渡
前
に
お
い

て
裁
判
所
が
職
権
で
和
解
を
試
み
当
事
者
か
ら
直
接
色
々
な
事
実
を
知
り

う
る
機
会
も
あ
り
う
る
し
、
又
、
弁
論
終
結
前
に
、
提
出
さ
れ
た
準
備
書

面
で
弁
論
で
陳
述
し
な
い
書
面
も
編
綴
し
て
あ
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
が
、
裁
判
所
は
こ
れ
に
よ
っ
て
知
り
得
た
こ
と
を
訴
訟
資
料
に
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
か

よ
う
な
準
備
書
面
を
口
頭
弁
論
再
開
申
請
の
趣
旨
を
も
含
め
て
提
出
さ
れ

　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

た
も
の
と
解
し
た
り
、
単
に
無
視
し
て
差
支
え
な
い
も
の
と
し
て
、
裁
判

所
が
こ
れ
を
受
理
し
て
記
録
に
編
綴
し
た
措
置
を
是
認
す
る
の
は
妥
当
で

は
な
く
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
右
書
面
が
再
開
申
請
書
と
し
て
提
出
さ

れ
る
場
合
を
除
き
、
相
手
方
の
疑
惑
を
除
く
意
味
か
ら
も
、
記
録
よ
り
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

れ
を
取
り
除
き
返
戻
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（
1
）
大
判
昭
一
五
・
八
二
二
〇
民
集
一
九
巻
五
五
五
頁
、
最
判
昭
二
六
・
二
・

二
二
民
集
五
巻
三
号
一
〇
二
頁
、
同
昭
二
八
・
一
・
二
二
民
集
七
巻
一
号
六
五

頁
、
斎
藤
編
・
庄
解
民
訴
口
四
一
九
頁
。
菊
井
u
村
松
・
全
訂
民
訴
法
1
（
追

補
版
）
八
〇
五
頁
、
中
野
H
松
浦
目
鈴
木
・
民
訴
法
講
義
（
補
訂
第
二
版
）
二

七
七
頁
、
三
ケ
月
・
民
訴
法
（
法
律
学
全
集
）
三
七
八
頁
、
新
堂
・
民
訴
法

　
（
第
二
版
）
三
三
四
頁
。

65432）　） ）　） ）

大
判
大
七
・
二
・
七
民
録
二
四
輯
一
ニ
ニ
O
頁
。

大
判
昭
一
九
・
一
・
二
〇
民
集
二
三
巻
一
頁
。

菊
井
阿
古
瀬
村
・
法
協
七
二
巻
四
号
四
〇
六
頁
。

菊
井
“
村
松
・
前
掲
八
四
九
頁
。

斎
藤
編
・
注
解
⇔
四
一
七
頁
．
菊
井
”
村
松
・
前
掲
八
四
九
頁
。

115



法学研究60巻8号（’87：8）

（
7
）
菊
井
”
村
松
・
前
掲
八
四
九
頁
。

（
8
）
兼
子
・
条
解
民
訴
法
九
〇
〇
頁
、
斎
藤
編
・
注
解
四
二
六
二
頁
、
菊
井
“

村
松
・
民
訴
H
一
七
一
頁
、
土
井
・
判
タ
ニ
八
号
四
六
頁
、
菊
井
u
古
瀬
村
・

前
掲
四
〇
六
頁
、
松
本
・
民
商
二
九
巻
一
号
四
五
頁
。

ハ　 パ　 パ　 　　 　　 　　 パ　パ16　15　14　13　12　11　10　　9
）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　）要
が
生
じ
た
と
き
は

る
が
、

ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。

大
判
昭
七
・
一
〇
・
一
〇
法
学
二
巻
五
号
六
一
五
頁
。

菊
井
”
村
松
・
前
掲
一
七
一
頁
。

最
判
昭
二
三
二
一
・
二
五
民
集
二
巻
四
二
二
頁
．

松
本
・
前
掲
四
五
頁
。

松
本
・
前
掲
四
七
頁
。

菊
井
闘
古
瀬
村
・
前
掲
四
〇
七
頁
。

兼
子
・
条
解
九
〇
〇
頁
、
斎
藤
編
・
注
解
㈲
二
六
二
頁
。

通
常
、
当
事
者
は
弁
論
終
結
後
、
新
た
な
事
実
の
主
張
或
は
証
拠
調
の
必

　
　
　
　
　
　
「
弁
論
再
開
申
請
」
と
題
す
る
書
面
を
裁
判
所
へ
提
出
す

　
こ
れ
は
裁
判
所
の
弁
論
再
開
決
定
た
る
職
権
の
発
動
を
促
し
め
る
に
と

　
　
　
　
　
　
松
本
・
前
掲
四
七
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
野
　
弘
毅
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